
 



追悼「ああ、テッペイしゃん」今江正知 

 

 

テッペイしゃんこと西岡鐵夫君は63年来の親友であった。去年、モキッチャンこと中島最吉君(元熊大教授、崇城大副学

長)が亡くなり、寂しい思いをしていたが、相次いで2人のかけがえのない友を失い、言葉に言い尽くせない。 

西岡、中島の両君とは昭和23年、旧制五高の生徒として出会った。私は前年の入学だから、1年先輩の同級生だった。 

１年先輩という関係は、何年たっても失われることはなく今まで続くが、本当に悪い先輩を持ってテッペイしゃんには迷惑

だったかもしれない。 

ところで「鐵夫」なのになぜテッペイと私が呼ぶのか。そしてテッペイしゃんが素直に「はい」というのか。五高の入寮

の時だった。 

当時、寮長の飯尾憲士が新人の点呼をした際、間違えて「西岡テッペイ」と言ってしまった。「よく似た名前の同級生がい

るなあ」と思って聞き流していたところ、「宮崎中学の西岡テッペイ」としかられて初めて自分のことと分かった。以来、同

級生に「テッペイ」が定着した。 

昭和23年は五高最後の入学生。学制改革に伴って五高は熊本大学となり、翌年、私たちは1回生として理学部生物学科に

入った。小さいころから花を育てるのが好きだったが、動物の方へ進み、小山準二先生の元で動物の分類をやった。私は植

物へ進んだが、同じ生物科ということでいつも一緒だった。 

昭和28年、卒業と同時に彼は熊本信愛女学院の教師となった。恩師の小山先生のひと言で決まったようだが、信愛ではコ

ーラス部をつくって生徒たちとよく歌っていた。翌29年、熊本博物館の開館に伴い、その職員となった。博物館の開館が遅

れたためのいわばつなぎの教師生活だったが、たった1年間とはいえとても楽しかったようだ。 

さて、開館したばかりの博物館を仕上げていく作業は大変だったに違いない。博物館に対する理解がほとんどない時代だ

から笑い話のようなことがたくさんあった。「博物館の仕事で評価の高い順番は①チョウの採集などにでかける②事務室で書

類を書いている③事務室で碁を打っている―3 つのうちどれだ」と聞かれたことがある。答えは②③①。採点の基準は②は

仕事をしているから十。③は仕事をしていないのでゼロ。①は自分の趣味をしているから一だというのである。また、「熊本

市立なのに、なぜ阿蘇や天草なのか」といった雰囲気の中で、自分流を貫いて、博物館の基礎を作ってきた。 

博物館は熊本城の本丸でスタートし、勧業館に移り、昭和53年に現在地に移転した。現博物館はテッペイしゃんのこだわ

りそのものといえるかもしれない。蒸気機関車、プラネタリウム、五家荘の原生林を再現したジオラマ…。特にジオラマは

当時珍しく、現地でブナを切り倒し、コケから滴る水も再現させた。とはいえ30年以上がたち、リニュ―アルの話しが進ん

でいると聞く。テッペイしゃんをはじめ博物館にかかわってきた多くの先輩の思いを大切にリニューアルをして欲しいと願

わずにいられない。 

私は今の時代、博物学を復活させねばならないと思っている。森羅万象に関心を持ち、その一つ一つを自分の目、耳、鼻、

手で実際に確かめるという博物学の基本に立ち返る必要がある。いろんなことが活字や映像となり、情報として出まわり、

実際にそのものを見なくても見たような気分になれる時代だからこそ、博物学が必要なのだ。 

テッペイしゃんは博物学を誠心誠意実行した人である。専門の動物はもちろん、植物や天体など、その関心の幅は広く、

知識も深かった。実際に自分の日で見て触って確かめた知識だった。そしてそれを多くの人に伝えようとした。動物、植物、

天文など幅広い愛好会の育成に努めてきた。博物館の学芸員を天職とし、あらゆる場面でその思いを徹底して貫いてきたテ

ッペイしゃん。まさに現代の博物学の実践人といえる。これから彼の知識、経験が本当の意味で生かされる時代だけに、早

逝が残念でならない。 
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